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は じ め に

海外農業開発コ ン サル タ ン ツ協会 ( 皿CA) は ､ 平成 13 年 2 月 28 日から 3 月

14 日の 15 日間に わたり､ 中国に 下記メ ン バ ー で構成される調査団を派遣 し､ ｢ 青

海省玉樹チ ベ ッ ト自治州貧困農牧民支援計画+ を対象に プ ロ ジ ェ ク トフ ァ イ ン

デイ ン グ調査 を実施 した｡

団長 天野 常雄

団員 上村 信博

団員 張 慧春

太陽 コ ン サル タ ン ツ株式会社 海外事業本部

丸紅株式会社 機能ア パ レル 部

太陽 コ ン サル タ ン ツ 株式会社 海外事業本部

青海省玉樹チ ベ ッ ト自治州はチ ベ ッ ト高原 の 北 に位置す る青海省の 南西部を占

めて お り､ 牧畜が主体 で あ るが ､ 省 の 中で も最も農牧民所得 の低い 最貧州 で あ

る ｡ ま た､ 厳 し い 自然条件下 の ため降雪等 に よる雪害が 発生 し易 く､ 過去 に は

数度の 大雪害を受け､ 多数 の 家畜の 死亡 や農牧民 へ の 被害を蒙 っ て い る ｡ 最近

で は 1 993 年玉樹州は最大 の被害を受けた ｡ ｢ 青海省玉樹チ ベ ッ ト自治州貧困農

牧民支援計画+ は､ ｢ 雪害+ に焦点をあて ､ 四配套 の 普及を 図り貧困農牧民 の貧

困軽減を図ろうとす るも の で あ る ｡ 中国政府は それ をわが 国 の 無償資金協力を

得 て実施 したい と切望 して お り､ 今 回調査 は､ 中国政府 の 要望 に応 え､ そ の た

め の 調査 を行 っ たもの で ある ｡

こ の 報告書は､ 上記調査 の 結果 を取りまとめ たも の で ある ｡ 本調査 の 実施 に

あ たり ､ 中国青海省農牧庁および青海省チ ベ ッ ト自治州政府の 関係各位か ら､

御協力を得 た事を付記し ､ こ こ に感謝の意を表すもの で ある ｡

平成 1 3 年 3 月

調査 団 団長 天野 常雄
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第1 草 地区の概要

1 .1 中国の概要

(1) 基礎的デ ー タ

一 国名 :

一

成立 :

国土 面積 :

耕地面積 :

人 口 :

G D P :

P e o p l e
-

s R e p u bli c o f C b 血 a

1 9 4 9 年 1 0 月 1 日

9 6 0 万 k m 2 ( 日本 ( 3 8 万 k m 2) の 約 2 6 倍)

83
,
0 00 k m 2 (8 , 3 0 0 , 0 0 0 b a)

1 2 億 6 ,5 8 3 万人 (2 0 0 0 年 1 1 月)

漢民族 ( 総人 口 の 9 2 % ) 及び 5 5 の 少数民族

約 1 兆 ドル ( 2 00 0 年) (8 兆 9 ,4 0 4 億元 ､ 日本の 1/5 強)

一 人当たり G D P : 85 0 ドル ( 2 0 0 0 年)

G D P 成長率 : 8 .0 % ( 2 0 0 0 年 G D P 対前年比)

失業率 : 3 .1 % ( 2 00 0 年､ 都市部登録失業率)

通貨 : 人民元 ( 1 人民元約 1 4 . 5 円 (2 0 0 1 .6))

言語 : 漢語 ( 中国語)

宗教 : 仏教 ･ イ ス ラ ム 教 ･ キリス ト教な ど

行政 区分 : 2 3 省 ､ 5 自治区､ 4 直轄市､
2 特別行政区

(2) 国土および気候

国土を地形 で分類すると､ 山地 3 3 % ､ 高原 2 6 % ､ 盆地 1 9 % ､ 平原 1 2 % ､ 丘 陵 1 0 % とな っ

て おり ､ 地勢 的には､ 総体的に西が高く､ 東が低 くな っ て い る｡ 国土 の 約 6 割を占め る山

地 ･ 高原は､ 世界 の屋根と言われ る標高 4 千メ
ー トル を越えるチ ベ ッ ト高原 が代表するよ

うに西部を中心 に分布 して おり､ 黄河 ､ 揚子江､ 珠江 ､ 紅河 ､ メ コ ン ､ サ ル ウイ ン ､ イ ラ

ワ ジ ､ ブラ マ プ トラ､ ガン ジス ､ イ ン ダス 等世界有数の 大河川の 水源とな っ て い る ｡ 一 方

東および南 には､ 東北平原､ 河北平原 ､ 揚子江中下流平原 が広 がり ､ 北東部の 大部分は ､

遼河と黒龍江の 流域とな っ て い る｡

広大な国土 の ため気候は､ 北部 の 黄河沿岸の ス テ ッ プ気候か ら､ 北東部の 亜寒冬季少雨

気候､ 北西部 の砂漠気候 ､ 西部高原の ツ ン ドラ気候､ 中央東部 の 温暖湿潤気候 ､ 中央南部

の 温暖冬季少雨気候 ､ 海南島南部の 熱帯雨林気候まで 多くの 気候に分類され る ｡ 気温は年



平均に して南部の広州で は 2 2
0

C ､ 北西部の ウル ムチ では 4
0

C で 1 8
0

C の 開きがあり､
1 月 に

は ､ それぞれ 13
0

C ､ マ イナス 1 6
0

C とその差は約 30
0

C に広が る ｡ 全国の 年平均降雨量は ､

乾燥年で 2 0 0 ～ 3 0 0 m m ､ 湿潤年で 1 ,3 0 0 m m ～ 1
,
5 0 0 m m ､ 平均で 6 3 0 m m と少なく､ 概ね

南か ら北西ない し北に向けて減少 して おり ､ 南端の 海南島では 2 , 00 0 m m 以上 ､ 北西部の広

大な地域で は 40 0 m m 以下となり､ シ ンチ ャ ン砂漠で は殆 ど降雨が無い ｡
一

方 バ ングラデ シ

ュ との 国境付近では､ 4 ,0 0 0 m m を超えて い る｡ 年間の 降雨分布は ､ 冬季に少なく､ 夏季に

集中 して おり ､
こ れは 全 国ほ ぼ同様 の傾向にある ｡

(3) 政 治

中国の 政治体制は､ 人民民主共和制で あり､ 江沢民総書記 を中心とする集 団指導体制の

下 ､ 改革 ･ 開放政策 による経済成長を最重要課題 と して近代化建設が推進され て い る ｡ 江

沢民政権は､ 各種 問題 ( 幹部の 汚職 ･ 腐敗問題 ､ 国有企業や行政機構の 改革､ 失業者の 増

大 ､ 少数民族間題､ ｢ 法輪功+ 問題等) を抱えつ つ も ､ 景気も回復傾向にある こ とから内政

はこれまで比較的安定 して推移 して きた ｡ 2 0 0 2 年には第 1 6 回党大会 ､ 2 0 0 3 年には第 1 0

回期 全国人民代表大会第 1 回全体会議を控 えて い る こ ともあり､ 今後も引き続き社会的安

定を最優先する慎重な舵取りがなされて い る｡

2 0 0 1 年 3 月 ､ 第 9 期全国人民代表大会 ( 全人代) 第 4 回会議が 開催された｡ 本年が第 1

0 次五 カ年計画の 第
一 年目で あるため ､ 同会議で は乗務基総理が ｢ 国民経済と社会発展の 第

1 0 次五 カ 年計画綱要に関する報告+ を行 い ､ 今後 5 年間の政治 ､ 経済､ 科学技術等各分野

で の 目標と方針 が示され た｡

中国政府 の外交は､ ( 1) 平和共存五原則 に基づく各国との 関係 の発展 ､ ( 2) 覇権主義反

対､ 世界平和 の擁護および (3) 第 3 世界 との 団結 ･ 協力の 強化を標模し ｢ 独立自主の 平和

外交+ を基本方針 と して展開され て おり ､ 最優先課題 たる国内経済建設に邁進すべ く､ 良

好な国際関係を求めて外交活動を行 っ て い る ｡ また､ 冷戦後 の 国際秩序を多極化 した世界

と捉え ､ その
一

極 となる べ く米 ･ 露 ･ 日 ･ E U な ど大国との 関係を重視 し､ A R F ､ A P E C ､

A S E A N ＋3 等の マ ル チ外交にも積極 的に参画 して い る｡

( 4) 経 済

20 0 0 年 は ､ 投資 ･ 消費の 回復 ､ 輸出の増大等により 8 % の G D P 成長率 ( 年初見

通 し 7 % 前後) を達成い た｡ こ の 結果 ､ 中国経済の G D P 総額 は米 ドル換算で初めて

1 兆 ドルを突破した｡ また､ 9 9 年 には前年比減とな っ た消費者物価 に つ い ても 2 0 0 0



年は 0 .4 % の プラス に転じ､ デ フ レ懸念は薄まりつ つ ある ｡ 他方､ 穀物生産は 9 % 前

後の 減産 とな っ た｡ 2 0 0 1 年 にお い ても G D P 見通 しを約 7 % と した上で ､ 積極的な

財政支出の継続､ 内陸部開発 ( 西部大開発) の 強化 が図られる方針が打ち出されて

おり ､ 引き続き国有企業改革､ 失業問題 ､ 不良債権問題等の 帰趨がポイ ン トとな っ

て い る｡ また､ W T O 加盟に向けた諸制度の改革､ 産業構造の 改編を急務と して い

る｡ 2 0 0 0 年 の 貿易は､ 米経済の好況､ 日本を含むア ジア経済の 回復等を受けて ､ 総

額 4 , 7 4 0 億 ドル ( 前年比 32 % 増) ､ 輸出 2 , 4 9 0 億 ドル ( 同 2 8 % 増) ､ 輸入 2 , 2 5 0 億

ドル ( 同 3 6 % 増) と大幅に拡大 した｡ 貿易 ･ 投資分野で は､ 引き続き､ 日､ 米 ､

E U ､ 台湾､ 香港 ､ 韓国等が主 要なパ ー トナ ー

｡

2 0 0 1 年 3 月 の全人代 におい て採択され た第 10 次 5 ケ 年計画の ｢ 綱領+ で は､ ( 1)

2 0 1 0 年 の G D P を 2 0 0 0 年の 2 倍 にすべ く､ 今後年 7 % 成長を目指 して い くこ と､ ( 2)

農業生産の 強化 ､ ( 3) 産業構造調整の 推進 ､ (4 ) 第 3 次産業の 振興 ､ (5) 情事馴ヒ社

会の 推進等が謳われて い る ｡ また､ 同 ｢ 綱領+ で は､ ｢ 西部大開発+ (中西部の 1 2

省 ･ 自治区 ･ 直轄市が対象) の下で 内陸部 におけるイ ン フ ラ整備を中心 と した開発

を進め ､ 同時に ､ 環境保全を強化 してい くこ とも新たな課題とな っ て い る ｡

(5) 中期農業農村開発計画

日本 の 国会に相当する 中国の全国人民代表大会 ( ｢全人代+ ､ 年 一 回開催) の 第 4 回会議

の 初日､ 朱錆基総理は ｢ 国民経済と社会発展 の第 10 次五カ年計画綱要 に関する報告+ と題

した演説を行 っ た｡ これは日本の 施政方針演説 にあたる重要なもの で あり､ 特 に今年は､

次期 5 カ年計画を実行 に移す重要な年に あたるため に ､ そ の 内容が注目されて い た｡ 演説

は 1 0 の項目に分かれており､ そ の うち農業問題は 3 番 目に ｢ 農業の 基本的地位を強化 し､

農民の 収入増加 の ために努力する+ とい うサ ブタイ トルで ､ 単独で扱われ た｡

朱総理は ｢ 農業及び農村､ 農民 の 問題は､ 改革開放 と現代化建設の 全局 に関わる重要問

題で ある+ と位置づけ ､

｢ 1 0 ･ 5 計画中にその基本的地位 を強化 し､ 農民の 収入増加を図る

こ とは政府の 重要任務で ある+ とした｡

具体的には 以下 の政策 目標 を掲 げて い る ｡

( 1)構造調整 の加速

構造調整と経済効率の 向上 により､ 農業の 生産性を高め､ 農民収入を増加させて い く

ための諸政策 を実施する ｡

(2)農村の 諸改革の 積極化

土地制度 ､ 流通体制､ 農業金融､ 備蓄体制等 の 関係諸分野におい て改革を推進 し､ 市



場経済下に於ける農業の基盤強化 を図る ｡

(3)農業と農村のイ ン フ ラ建設 の強化

治水 ､ 水利､ 研究開発 ､ イ ン フ ラ等に対する投資を積極的に行い ､ 農業の発展を支援

する ｡

(4)農村における脱貧困政策の 強化

絶対貧困層の 問題は徐々 に改善をみて い るもの の ､ 抜本的解決には至 っ て おらず､ 中

西部や少数民族地域等におけ る貧 困層に対する支援を強化す る ｡

中国の農業政策に大きな変更はない もの の ､ W T O 加盟を呪み ､ 農業の経済性 向上が

急がれて い るこ とから､ 例年以上に危機感を強調する ト
ー

ン に な っ てい る ｡

1 . 2 計画の経緯
･ 背景

青海省玉樹チ ベ ッ ト自治州はチへ
ナ

ット高原 の 北に位置する青海省の 南西部を占め てい る ｡ 州

の 面積は約 1 7 .8 E m 2 で
､ 人 訓ま 2 4 .9 万人( 1 9 9 7 年) で ある ｡ 住民はチへ

小

ット族 が大部分を占め､

ヤ ク ､ 山羊､ 綿羊等の 放牧を家族単位で 小規模 に行い ､ 遊牧生活をおく っ て い る ｡ 放牧 は

広大な草原(約 1 0 . 8 万 E 皿 2) で 行われて い るが ､ 高山性気候(州 の 平均標高は 4 ,5 0 0 m 以上)

の ため草丈 は低 く､ また他 に可食性の種類も少なく､ 生産性は低 い ｡ 州の経済は牧畜が主

体で あるが ､ 牧畜業と して の体制はい まだ確立されて い る とは言い 難く､ 旧態依然の 遊牧 ､

半遊牧の ため生産性は 向上せ ず､ そ の結果貧困からの 脱却 が遅れて おり､ 貧 困県人口率が

全国
一

の 青海省の 中でも最も農牧民所得 の低 い 州とな っ ており､ 国の 貧困地域の
一

つ に指

定されて い る｡

ま た､ 厳 しい 自然条件下 の ため降雪等 による雪害が発生 し易く､ 過去 には数度の 大雪害

を受け､ 多数の 家畜の死 亡や農牧民 へ の 被害を蒙 っ て い る ｡ 最近では 1 9 9 3 年 1 ～ 3 月 に省

の 大部分をカ バ
ー する雪害 により､ 省全体で 2 0 万人 ､ 1

,
1 6 0 万頭 の 家畜が被害を受け､ 8 0

万頭以上 の家畜が死亡 し､ 仔畜の 死亡率は 5 0 % 以 上で ､ 酷 い所で は 80 % 以上となっ た｡ 農

牧 民にも死亡 ､ 流感 ､ 雪盲､ 凍傷等が急増 した｡ 玉樹州は最大の 被害 を受け た ｡ こ の 雪害

が貧困農牧民の所得向上を
一

層妨げて い る ｡

こ の様な状況を改善するため ､ 青海省政府は州政府 と共 同して 四配套
注 棚 ) の普及を図る

べ く計画を策定 し実施してきて い るが､ 自己資金の 手当て の 難 しい貧 困農牧民 へ の 普及は

大幅 に遅れ て おり ､ 貧困農牧民の 貧困か らの 脱却は い つ にな るか予定 の 立 たない 状況に あ



る ｡

既述の とおり牧畜業は玉樹州の 基幹産業で あり､ 全州人口の 8 1 .
4 % の 2 1 . 2 万人が牧畜業

に たより生計を立てて い る ｡ 過去 5 0 年間の 努力 により､ 玉樹州 の牧畜業は 一 定 の 発展を遂

げて はきたが
､ 天水 に頼 っ て家畜を飼育する受け身の体制は改善されて い ない ｡ その ため

に草地 の 開発 と保全､ そ れに
"

四配套
”

の 整備 ､ 飼料基地の 建設 ､ 鼠虫害の 防除､ 優 良牧

草品種 の 開発 ･ 普及 ､ 家畜の 防疫､ 優良家畜品種 の 繁畜､ 技術 の普及な ど措置を通 して ､

農牧民 の 生存環境の 改善 ､ 貧困か らの脱 出お よび生活水準の 向上 の ため に資金 と資材 が必

要で ある ｡ しか し､ 現地農牧民自身の負担は難 しく､ 地方財政も逼迫 して おり､ 国か らの

援助も限りある と こ ろか ら ､ 青海省果洛州を対象 に した 2 0 0 0 年度の 無償資金協力に続き､

日本政府 に本計画の実施の ため の 資金協力を強く望んで い る ｡

1 . 3 計画地 区の概要

( 1) 青海省の概要

青海省は､ 中国の 北西部､
チ ベ ッ ト高原の 東北部 ､ 東経 8 9

0

3 5
′

- 1 0 3
0

0 4
′

､ 北緯 3 1
0

3 9
′

-

3 9
0

1 9
′

の 間 に位置 して い る｡ 東西の長さは約 1 2 0 0 キ ロ ､ 南北の 幅は約 8 0 0 キ ロ ､

総面積 7 2 万平方キ ロ ( 全国総面積の 1/ 1 3 を占め る) の 中国で 4 番目に大きな省で ある ｡

青海省 は､ 東北で 甘粛省､ 東南で 四川省 ､ 西南で チ ベ ッ ト自治 区､ 西北で新彊ウイ グ ル族

自治区と隣接 して い る ｡ 省 内に中国で最大の 内陸塩水 湖である青海湖が ある こ とから青海

省と名付けられた｡ 略称は ｢ 青+ とい う ｡

青海省の総人口は約 5 0 3 万人で人 口密度が最も低い 省である ｡ 民族構成は､ 約 6 0 % を占

め る漢民族の 他､ チ ベ ッ ト族､ 回族 ､
士族 ､ サラ ー

族など3 3 の 少数民族 か ら成 っ て い る ｡

( 注) ｢ 四配套+ とは､ ニ ュ ー ジ ー ラ ンドで開発された牧畜手法であり､ 次の 4 セ ッ トの施設建設を行うこ

とにより､ 牧畜業の生産安定と増加を図るもの である｡

① 囲欄 (鉄柵) : 標高の 比較的低い 自然草地 ( 冬期革場) をあらか じめ鉄製の柵で囲 っ て越冬用の牧草

を確保 し､ 冬期には家畜をその中 へ 放牧する範囲の囲い 込み の鉄柵 ｡

②採草場 : 各戸 レ ベ ル の収穫用飼料栽培を行う人工草地｡ 雪害対策体制の確立を義務付けてい るもの

で
､ 囲欄と同様の柵で囲む範囲で ある ｡

③畜舎: 囲欄の側に建設する家畜の舎飼建屋 ｡ 出産前の羊や子羊を冬期に入れ､ 生存率の向上を図る｡

④ 冬期用住宅 : 牧民 の冬期間の 生活拠点であり､ 雪害被害回避の ため の越冬施設｡



青海省は､ 玉樹チ ベ ッ ト自治州､ 果洛チ ベ ッ ト族自治州 ､ 黄南チ ベ ッ ト自治州､ 海南チ

ベ ッ ト自治州 ､ 海北チベ ッ ト自治州および海西蒙古族チ ベ ッ ト自治州の 6 つ の自治州に分

けられる ｡ 更に省内は 3 0 の 県と 7 つ の民族自治県及び 2 つ の 州直轄市に分けられて い る ｡

省都は西寧市で ､ 面積約3 4 0 0 平方キロ ､ 人口 1 2 0 万で 交通の 中心とな っ て い る ｡

青海省は青蔵高原の
一

部で ､ 平均標高は海抜約30 0 0 m で ､ 最高地点は 6 8 6 0 m ､ 最低地点

は 1 6 0 0 m 程度となっ て おり ､ 西 風ま高く険 しい 山脈が連なり､ 東 に向うに つ れて徐 々に低

くな っ て い るが ､ 南部の 青海高原は平均 40 0 0 m で ､ 万年雪をい ただく高山が連なり､ 青海

省でも最も標高が高い 地域で ある｡ 省都西寧市は､ 樟高 2 1 0 0 m ～ 2 3 0 0 m にある ｡ 青海省 に

は､ 河川が縦横に涜れ､ 大小湖水が 2 3 0 ケ所散在して おり､ 黄河 ､ 揚子江 ､ メ コ ン等世界

有数 の大河川 の水源とな っ て い る ｡

気候は大陸性高原気候で あり､ 年平均降雨量が 3 0 0 m m と少なく､ 乾燥 し､ 年中強風が吹

き､ 寒 冷である ｡ また､ 昼夜 の温度差 が大きく､､ 日照時間が長くて太陽の 頼射が強 い とい

う特徴 を具えて い る ｡ 一 年 の 平均最低気温は約 - 1 8
0

C ( 1 月) ､ 平均最高気温は約 2 0
0

C ( 7

月) で ､

一 年 の 平均気温は
-

5 .6
0

C ～ 8 ぷC で ある ｡ 高度差が大きい ため各地区の 気候の差は

著 しく､ 寒冷区､
亜寒冷区､ 温暖区､ 亜温暖区 に分け られ る ｡ また ､

一 般 に高地で あるた

め酸素が 少ない ｡

畜牧業は ､ 青海省の 主要産業で あり､ 農業分野の 大半を占め ､ 同省の社会経済の 重要な

柱 とな っ て い る ｡ 牧畜区は省総面積 の 9 5 % を占め ､ そ の 内約半分の 3 3 万平方キロ が利用可

能な草地とな っ て い る｡ 飼育されて い る家畜は ､ 羊､ ヤ ク ､ ア カ牛､ 席､
ロ バ ､ ラ バ ､

ラ

クダなどで あり､ 最も多く飼 われ ､ 最も広 く分布して い るの は ､ 綿羊とヤ クで ある ｡ 省全

体の耕地面積は 56 8 7 平方キ ロ で ､ そ の うち山地の乾燥 した畑地 が約 7 0 % を占め ､ 食糧作 物

として は ､ 春小麦､ 豆類および雑穀が生産されて い る ｡

天 然資源 として は､
リチ ュ ー ム ､ カ リ岩塩､ 塩 ､

マ グ ネシウム 塩､ 臭素､ 石灰岩 ､ 大理

石 ､ アス ベ ス トなど8 3 種類の鉱物資源がある ｡ また､ 水力資源と野生動物 ･ 植物資源も豊

富で ある ｡



( 2) 玉樹チベ ッ ト自治州の 概要

玉樹チ ベ ッ ト自治州は､ 青海省南西部､ 青蔵高原中部にあり､ 東経 89
0

3 5
′

- 9 7
0

5 5
′

､

北緯 3 1
0

35
′

-

3 6
0

3 0
′

の 間に位置 して い る ｡ 東西の長さは約 73 8 キ ロ ､ 南北 の 幅は約 4

0 6 キ ロ ､ 総面積 26 .7 万平方キロ で青海省総面積の 4 割弱を占め大きな州で ある ｡ 玉 樹

チ ベ ッ ト自治州は､ 6 県 ( 玉樹､ 嚢謙､ 称多 ､ 治多､ 雑多 ､ 曲麻菜) ､ 1 鎮､ 4 7 郷 ､ 2 5 8 村 ､

1
,
M 8 合作社から成 っ ており､ 州都 ｢ 玉 樹+ は結古鏡 にある ｡

州 の 主要産業 は牧畜業 で あり､
2 0 0 0 年末時点で家畜総頭数は 2 7 3 万頭を数え､ うちヤ ク

が 88 万頭 ､ 綿羊が 1 4 5 万頭 ､ 山羊が 3 5 万頭 ､ 馬が 5 万頭とい う内訳にな っ て い る｡ 全州

の G N P は 3 5
,
0 5 8 万元で ､ そ の うち牧畜業の 占め る割合 は 4 5 % であり､ 農牧業総生産の 7

5 % を占めて い る｡

玉樹チ ベ ッ ト自治州は青蔵高原の
一 部で ､ 平均標高は海抜約 4 0 0 0 m 以上 で ､ 黄河 ､ 揚子

江 ､ メ コ ン等世界有数の 大河川 の 源流となる河川 が縦横 に流れ て おり ､ 中国の 水塔とも呼

ばれて い る｡ 2 00 0 年 8 月には
､
3 大河川源流自然保護 区と して固か ら指定されて い る｡ 地

勢は､ 東南か ら北西まで 高山峡谷
一

高原山地
一

山原 地 一

丘状谷地と 4 区分される ｡

気候は､ 典型的な大陸性高原気候で あり､ 気温が低く､ 年気温差は少ない が ､ 昼夜 の 気

温差が大きく､ 降雨日数 は多い が 降雨量が少なく､ 蒸 発量は大 ､ 雷が多く､ 電 ･ 霜凍結 が

多く､ 凪が強く ､ 雪が多 く､ 気圧 か低く ､ 沸点が低く､ 酸素 が希薄で ､ 日照が長く､ 紫外

線が多い と言う特徴を有 してい る ｡ 年平均気温は概ね 0
0

C で ､ 日平均気温が零下の 月が 7 ケ

月ある ｡ 年間降雨量は ､
3 0 0 m m か ら 5 3 0 m m で あり､ 夏季に集中して い る｡ 気象災害とし

て ､ 雪害､ 早魅 ､ 霜凍結､ 電､ 風沙が ある｡

玉樹チ ベ ッ ト自治州土地利用状況は､ 林業用地が 5 7 万 b a (州総面積の 2 . 1 4 % ) ､ うち森

林は 1 . 7 1 % で ある ｡ 耕地面積は 2 .6 7 万 b a (州総土 地面積の 0 . 1 % ) ､ 草地面積は 1 5 5

5 ･ 2 5 万 h a ( 州面積の 5 8 .3 2 % ) ､ そ の うち利用可 能な草地面積が 1 1 6 5 .
4 5 万 b a ( 草地面積

の 7 4 . 9 4 % ) である ｡ 全州草地荒廃化面積は 3 4 6 .5 1 万 b a で あり､ 州土地総面積の 1 2 .9 8 % ､

可利用等面積の 2 9 . 7 4 % を占め る｡ 砂漠化 した面積は､ 1 5 1 . 4 7 万 b a で ､ 荒廃化面積中の

4 3 ･ 7 1 % を占める ｡ また黒土灘面積は 1 9 5 . 0 5 万 h a あり ､ 荒廃化面積 の 5 2 . 2 9 % を占めて い



る ｡ また鼠害もあり ､ その面積は 2 25 .4 2 万血a で あり､ 利用可能な草地面積の 1 9 . 3 4 % に至

つ て い る｡

(3) 玉樹州 における牧畜業発展の 潜在力と制約要因

玉 樹州は牧畜業を主とする自治州で あり､ 牧畜業は州経済の基礎で あり､ 州住民の 生存

と発展の 基幹産業で ある ｡ その 玉樹州畜牧業は､ 下記 の ごとく発展 の 潜在力と制約要 因を

抱 えて い る｡

a . 牧畜業発展 の 潜在力

畜牧業にと っ て の 玉樹州 の 長所と潜在力は､ 天然の 草地が広 く､ そ してそ の 大部は牧

草で ､ 粗蛋白質 ､ 粗脂肪および窒素なしの 浸出物が高く ､ 租繊維が低い とい わゆる
"

三

高 一 低
”

の特徴がある ｡ また､ 栄養価も高く､ 家畜の 好きな飼料で ある｡ 現在､ 草地資

源の 開発利用 には大きな潜在力が ある ｡ 特に西部では 大面積の 草地開発余地がある ｡ 気

候 的には､ 緯度が低い ため､ 日照の 時間が長く､ 日射量が多く､ 雨量もそ こ そ こ有り牧

草が育つ 条件を十分具えており ､ 草地開発に適 して い る ｡

玉樹州牧畜業生産の柱とな っ て い る の は ､ ヤ クと蔵羊はであり､ 独特 の家畜種資源で

ある ｡ こ の 二 種類の 家畜種郡は依然と して 原始状態に あり､
まだまだ改良の 余地が十分

に残 されており､ 牧草地開発とともに大きな潜在力を秘め て い る ｡

b . 制約要因

玉 樹州 は､ 上記牧畜業発展 の 潜在力をある反面 ､

"
一

高 二 寒三 多災
〃

と云う特徴 が

あるため
､ 牧畜業の生産性は低く､ 生産も不安定であ る｡ 玉樹は青蔵高原の 奥地にある

ため ､ 平均海抜が 40 0 0 m 程で ､ 気候の 変化が不順 である ｡ 1 年は四季に分けられるよう

なこ とが なく ､ ただ冷､ 暖の 区別だけで あり､ 枯れ草季節が 7 ケ月/ 年に なる｡ そ し

て 草地は限られて い るため ､ 家畜にと っ て冷季無草の 問題 が 目立つ ｡ また､ 全州に亘 っ

て ､ 雪害､ 早魅 ､ 風沙害､ 鼠害､ 虫害､ 獣窯な どの 災害が頻繁に発生する こ とも大きな

問題で ある ｡ その 中でも牧畜にと っ て 雪害の被害がも っ と厳 しい ｡ 統計によれば､
1 9 9 5

6 - 1 9 9 6 年の 3 0 年間で ､ 玉樹州で の 特大災害雪害は 8 回あ っ た ｡ その 直接経済損失は 1

6 . 8 億元であり､ これら大災害の他､ 中小雪害がもたら した経済損失が計算で きない ほ

ど多い ｡ 雪害の次は鼠虫害であり､ 鼠害の発生面積は利用可能草地面積の 1 8 .4 % を占め､

虫害の 発生面積が 可利用等場面積 の 4 . 4 3 % を占める ｡ 加えて ､ 記述の ごとく牧畜業の ベ



ー ス で ある草地の 荒廃化 ､ 砂漠化の 問題を抱えて い る ｡ こ の よう に玉樹州の 牧畜業は､

厳 しい 条件下 におかれ､ こ れとイ ン フ ラ施設の欠乏と相侯 っ て ､
"

発展
一

損失 一 回復 一

発展 一 損失
”

の ような悪循環の状 態にあり､ 産業と して は極 めて 弱い基盤上 にある効率

性の 低い 産業で あるの が 現状で ある_｡ 従 っ て ､ 牧畜民は ､
"

天水 にたよる作付 け ､ 天水

にたよる家畜の 飼育
”

とい っ た受け身の 立場で生産活動をし､ 生活 しており､ 貧困か ら

離脱する こ とが難 しい環境に置かれて い る ｡ また､ 歴史､ 地理､ 気象､ 社会環境 ､ 文化､

教育などの 専門の 人材が少なく､ 青海省の 中で も玉樹州が 最も立ち遅れ て い る｡ 農牧区

人口の 青年 ､ 中年の 文盲､ 半文盲率は 4 3 . 2 % を占めており､
こ の低い 文化/ 教育レ ベ ル

も牧畜業生産 力を高め る制約要 因とな っ て い る ｡ 玉樹州は省都西寧市か ら遠 く離れ ､ 交

通の 便は悪く､ 冷季には不通となり､ 通信施設も未整備なため ､ 閉鎖状態､ 半開鎖状態

に置か れ､ 人々の 教育 ･ 文化の 面の 遅れも存在 して い る ｡

C . 玉樹州の 牧畜業発展 へ の対策 と措置

青海省政府は､ 玉樹州の牧畜業の生産性向上 と牧畜民の 生活 レ ベ ル の 向上を図るため

の 対策 と措置と しては ､ ①
"

四配套
”

を主とする牧畜業 のイ ンフ ラ施設の 強化 と牧畜業

の 生産前､
生産中､ 生産後での 技術サ ー ビス 能力の強化 ｡ ②草地荒廃化､ 砂漠化の 防止

および無鼠無虫区建設を目指 した農牧業資源の 開発と利 用であると して い る ｡



第2 章 計画概要

2 . 1 事業の 目的

青海省人民政府と玉樹チ ベ ッ ト自治州政府は国家開発計画に従い ､ ｢ 州内貧困人口 の 貧困

生活水準か らの 離脱政策 の 強化+ と ｢ 農業と農村のイ ンフ ラ建設の 強化+ を目的に州開発

計画を推進 して おり､ そ の 具体的計画と して 本事業 ｢ 青海省玉樹 チ ベ ッ ト自治州貧困農牧

民支援計画+ を策定 し､ 日本政府 に対 しその ための 無償資金協力を期待して い る ｡ その 事

業 の 目的は､ 下記の とおりで ある｡

● 短期目的 :

- プ ロ ジ ェ ク トの 実施を通 して ､ 家畜の 冬と春 の飼料不足を解消 し､ 家畜 の減量と

死亡を滅 すこ と｡

- 草地資源の 合理的利用を通 して ､ 草地荒廃化 ､ 砂漠化 の 阻止を図る こ と｡

一

牧畜民 の住宅環境を改善す るこ とを通 して
､
生活 レ ベ ル の 向上を図 るこ と｡

-

イ ン フ ラ建設 の モ デル を造 る こ とを通 して ､ 全州の 牧畜業イ ン フ ラ建設推進 を促

進させ る こ と｡

● 中､ 長期 目的 :

-

当プ ロ ジ ェ クトの建設を実施 した後 ､ 生態環境の保護 と改善がで き､
プ ロ ジ ェ ク

ト区域内におけ る農牧民の 計画通りの輪牧を実施 し､ 根本的に遊牧生活を変え､

牧民を菖の ある生活 へ と導くこ と｡

2 . 2 事業概要

上記目的を達成するため には､ 玉樹州 の地理的､ 気候的環境条件下 の牧畜業の イ ン フ ラ

を整備 する こ とが最重要 と し､ そ の中で も最も有効な手段で ある
"

四配套 ( フ ェ ンス ､ 人

工 草地 ､ 畜舎､ 冬期用住宅)
”

の建設と鼠虫害の 防除対策を実施 するこ とと して い る ｡ 青海

省政府は､
こ の 実施 の ため に必要 な資機材の 供与を日本政府 に対 し要請する予定で ある ｡

要請資機材の 内容 :

①牧民定居住宅 1 1 ,0 1 3 戸用資材
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①牧民定居住宅 1 1 ,0 1 3 戸用資材

②防災
"

四配套
”

の 建設 2 0 , 8 8 2 戸 ( フ ェ ンス ､ 人工 草地､ 住宅 ､ 畜舎) 分

の 資材

③鼠虫害の 防除対策工 事用資機材

④草地の
"

黒土灘
”

地域の 土壌改良工 事用機材

⑤家庭用電源太陽光発電設備

⑥村の 獣医医療 ス テ ー シ ョ ン 2 5 8 個村分の 資材

⑦飼料貯蔵倉庫の建設用資材

⑧郷の優 良牧草種繁育基地 の建設用資機材

2 .3 事業実施体制

本プ ロ ジ ェ クトを日本政府の 無償資金協力で 実施す る場合の ､ 青海省対外貿易経済合作庁が

監督機関､ 青海省畜牧庁が主管機関となり ､ 意思決定は青海省玉樹チ ベ ッ ト自治州人民政府

の 中に設置 され る青海省玉樹チ ベ ッ ト自治州 プ ロ ジ ェ ク ト指導グル ー プに よ っ て行われ る｡

事業の 実施は指導グル ー プ の下 に州プロ ジ ェ ク ト弁公室が各県の プロ ジ ェ ク ト弁公室を通じ

て行われる ｡ 事業実施に係わ る組織､ 実施機関体制は図 2 .1 の とお りで ある｡

監督機関 : 青海省対外貿易経済合作庁

主管機関 : 青海省畜牧庁

1 1
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2 . 4 維持管理組織､ 運営

事業で 建設された資機材は､ 資機材が配置された機関が維持管理を行う ｡ 建設された囲

い
､ 畜舎､ 住宅､ 倉庫な どの維持管理は､ 使用者自らが責任をも っ て こ れを行う｡
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第3 章 総合所見

3 . 1 技術的可能性

2 0 00 年度の日本政府の 無償資金協力で 本件計画対象地 区に隣接する果洛州を対象 に家

畜越冬保護資材 ･ 機材支援計画が成功裡に実施されて い る こ とか ら､ 本計画の 技術的可能

性は十分にある と判断される ｡ また ､
E U が青海省で 技術協力 と して を実施 した､ 牧草地

の保全技術及び家畜 ( ヤ ク と羊) の増産技術の 確立 とそ の 技術移転､ および果洛州遠目県

の 試験 圃場で 牧草の 品種試験 の成果が本計画に活用 される と判断され る｡

3 .2 社会 ･ 経済的可能性

本プ ロ ジ ェ ク トの 実施 により､ 以下 の効果が期待される ｡

( 1 ) 直接効果

貧 困牧戸 へ の 四配套導入 ､ 草地土壌の 改良､ 飼料倉庫の 建設 ､ 及び優良牧草種繁育基地

の 建設な どにより ､ 家畜の 冬期 の 凍死や餓死 が 回避で き､ 販売家畜数 の 増大によ る収入増

加 により貧困状況 の改善が可能となる｡

四配套建設 の うち畜舎建設の効果は顕著であり､ 家畜 ( 特に 子供を産め る母親羊と子羊)

の 越冬保護に大きく貢献する ｡ 羊の 生存率向上に伴い 牧戸収入も増加 し､ 生活費等の 経常

支出を除い た牧戸収支でも ､ 年間数千元以上の 純収益が確保で き､ 再投資計画の 原資とな

る回収資金の 支払い にも十分対応可能で ある｡

( 2 ) 間接効果

回転資金計画 ( 再投資計画) により､ 新たに四配套建設が 可能 となり､ 州全体の貧困牧

民解消支援 に つ なが る ｡ そ の 結果 ､ 貧困人 口 が多い 玉 樹州 の 地域経済 の 発展及 び省内他地

区との 地域間格差の 是正 に寄与する ｡

中国側は現在実施中の ｢ 貧困牧民解消計画+ を今後も重点施策と して 継続 する予定で あ

り､ 今回の 無償資金協力が実施されれば ､ 中国側 の 計画推進 に大きく貢献 し､ 貧困牧民の

貧困脱却 が計画 どおりに実現され ると予想される ｡

今後 ､ こ の 回転資金計画が予定 どおり運用実施され､ 再投資計画による四配套建設が確

認で きれば､ 貧困牧民解消の有効な方策と して他の貧困地区 へ の 導入が期待される ｡

1 3



3 . 3 現地政府 ･ 住民の対応

本事業の効果を持続するためには ､ 日本側の 協力 による四配套施設 の 建設後､ 牧民は施

設の 有効利用の ため､ 適切な維持管理を行う こ とが大切で ある ｡ また､ 州 ･ 県の 農牧局等

の 実施 ･ 監督機 関は牧畜業の 技術指導に加 えて ､ 四配套施設 の 維持管理に関する十分な指

導 ･ 助言を行う こ とが重要で あり､ 中国側が取り組むべ き課題で ある ｡ 中国側は､ 従来ど

おり四配套建設に係 る日本側協力部分以外の 必要経費を政府補助金と して拠 出する こ と に

同意する と思わ れ るが ､ そ の 補助金の 予算手当 と確実な執行が 必要で ある ｡ また ､ 回転資

金計画を確実に進め るために ､ 牧戸民か らの 回転資金徴収 を徹底する こ とも四配套施設牧

戸数 を増やすため に重要な課題で ある ｡ さらに ､ 再投資計画の 段階で は､ 中国側 の補填金

(
一 時立替金 : 牧民か らの 回収資金で返済される) の 手当を確実に行うこ とが 必要で ある｡

本案件は､ 政府の 開発方針に合致 するもの で あり､ 実施機関の 青海省人民政府 の熱意も

非常に高 い もの が ある｡ 今回の調査で は限 られ た地区 に しか入 っ て い ない が ､ そ の限りで

は地域住民の 本計画早期実現 へ の 期待が大きい こ とが 確認され た｡ 従 っ て ､ 我が 国の 無償

資金協力と して の 事業化 の 可能性を確認 した上で ､ 早期に実施する こ とは 十分 に価値があ

ると判断で きる ｡
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】 . 調査団員 ･

調査日程

(1) 調査団員

団長 天 野 常雄

団員 上村 信博

団員 張 慧春

S . 1 8 . 0 8 . 0 8 生 ( 5 6 才)

S . 4 1 . 0 3 東京農工 大学農学部卒業

太陽コ ン サルタ ン ツ株式会社 海外事業本部技師長

S . 2 5 . 1 2 . 7 生 ( 5 0 才)

S . 4 9 . 0 3 慶応大学法学部卒業

丸紅(株) 機 能ア パ レ ル部 副部長

S . 2 2 .

S . 4 3 .

H . 7 .

H . 1 0 .

0 8 . 1 4 生 ( 5 3 才)

0 9 大連外国語学院大学日本語科卒業

1 2 中国科学技術委員会 退職

0 6 一 現在 太陽コンサルタンツ(株)顧 問 (北京事務所長)
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(2) 調査日程

N o . 年 月 日 曜 日 宿 泊 日 程 備 考

1 H 1 3 . 2 .
2 8 (水) 北京 移動 [成田 1 0 :4 0 一 北京 1 3 :4 0 b y J L 7 8 1]

張 団員 と打合せ

2 H 1 3 月 .0 1 (木) 西寧 JI C A 事務所表敬

移動 [北京 11 :5 0 - 西寧 1 3 :5 5 b y W H 21 2 51

青海省主催歓迎会

3 H 1 3 .3 .0 2 (金) 西寧 青海省農牧庁表敬 ･ 情報収集

団内協議

4 H 1 3 .3 .0 3 ( 土) 玉樹 移動 【西寧 一 玉樹】

5 H 1 3 . 3 . 0 4 ( 日) 玉樹 玉樹戒族自治州農牧局表敬 ･ 協議､

サイ ト調査

6 H 1 3 . 3 . 0 5 ( 月) 玉樹 サイ ト調査

7 H 1 3 .3 .0 6 ( 火) 玉樹 サイ ト調査

玉樹蔵族自治州農牧局協議

8 H 1 3 . 3 . 0 7 (水) 西 寧 移動 【玉樹
一 西 寧】

9 H 1 3 .3 .0 8 (木) 北京 青海省農牧庁報告 ･ 資料収集

移動 【西寧 1 5 : 1 5
-

北 京 1 7 : 1 0 b y W H 2 1 2 6】

1 0 H 1 3 .3 . 0 9 (金) 北京 J I C A 事務所報告

対外貿易経済合作庁報告 ･ 協議

1 1 H 1 3 .3 . 1 0 (土) 北京 天野 移動 【北京 1 5 :0 0 一 成田 1 9: 0 5 b y J L 7 8 2】

村上 資料 ･ 情報収集

12 ･ H 1 3 . 3 . 1 1 ( 日) 北京 サイ ト調査結果の 整理

1 3 H 1 3 .3 . 1 2 (月) 北京 資料 ･ 情報収集

1 4 H 1 3 .3 . 1 3 (火) 北京 資料
･

情報収集

JI C A 事務所報告

1 5 H 1 3 .3 .
1 4 (水) 移動 【北京1 5 :0 0 一 成田 1 9 :0 5 b y J L 7 8 2】

1 8
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l 卜 面会者リス ト

機関名称 面会者氏名 面会日

1 . 国際協力事業団中華人民共和国事務所

所長 櫻 田 幸久 H 1 3 . 3 .1 3

副所長 大石 千尋 H 1 3 . 3 . 0 9

所長補佐 芳沢 忍 E 1 3 . 3 . 0 1

2 . 中国対外貿易経済合作部国際経貿関係司

処長 越 中吃 E 1 3 . 3
. 0 9

副所長 康 柄建 :E 1 3 . 3 . 0 9

3 . 青海省人民政府

副秘書長 曹 宏 H 1 3 . 3 . 0 7

4 . 青海省対外貿易経済合作庁

副庁長 愈 欽明 H 1 3 . 3 . 0 1

国外経済合作処々員 張 月嫡

5 . 青海省畜牧庁

副庁長 張 学明 H 1 3 . 3 . 0 1

畜牧工程項目外事外経弁公室 主任 包 鉄安

畜牧草原処 副処長 熊 進寧

計財処 処長/ 会計師 貢 恵清

6 . 青海省玉樹親族自治州政府

副州 長/ 農牧局長 毛 育生 H 1 3 . 3 . 0 4

農牧局 副局長 ( 農林 を主管) 張 栄有

農牧局副局長 ( 畜牧を主管) 辛 雲恩
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= . 収集資料リ ス ト

1

2

3

4

5

′

0

7

8

0
ノ

中国統計年鑑 ( 2 0 0 0)

青海統計年鑑 (2 0 0 0)

中国西部農村統計資料 ( 2 00 0)

走進西部
一

中国西部大開発発重点省区地図冊

今日青海

青海概況

玉樹戒族 自治州 農牧業資源及 区画 ( 1 9 93 年 1 2 月)

玉樹( 1 9 9 1)

申請援助項目報告
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添付資料 Ⅳ 現 地 写 真
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現 場 写 真

玉樹県 ･ 四配套未導入牧戸 のテ ン ト住居

玉樹県 ･ 夏期放牧地

玉樹県 ･ 農機セ ン タ ー 所有トラクタ ー

24

同 ･ テ ン ト内

玉 樹県農牧局 ･ 無線機及 び コ ン ピ ュ ー タ ー

玉樹県 ･ 囲欄組み 立て 工場



ヽト･

玉樹県 ･ 四配糞導入済牧戸 (標高低 い牧戸)

玉樹県 ･ 四配 套導入済牧戸 ･ 冬期用放牧地

(標高 の高 い 牧戸)

↑
}

酉寧近郊 ( 大通) ･ 家畜試験場 の子 ヤク

25

同牧戸 ･ 畜舎内部

玉樹県 ･ 四配香草入済み優良牧戸 ･ 住居及び

畜舎

西寧 ･ 木材会社



玉樹県 ｡ 囲欄設置状況 (夏場)

玉樹県 ･ 羊の 毛刈風景 (夏場)

ら車
｢

､

軸b

玉樹児≡ ･

囲欄組み 立て 工 場

;±ご
胤 - 一席

r‾√二 = ニ

ー

青海省畜牧庁

＼＼

青海省省庁屋上より酉寧市を望む
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添付資料 Ⅴ 申着援助項目報告
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F
l

凸l:芸E 白1

申清援助項目相告

-

､ 基本情況

玉樹親族自治州地赴青戒高原中部, 長峡江 ､ 黄河
■
､

■
潮拇江

的.策源地 , 故有
``

江河源共 ワ 之称., 有
``

中準水堵･
'

･
'

之 昔 ｡ 二

0 0 0 年八月被 国家列光三江藤自然保折区 ｡ 本州位子音海省的西

南部, 大数介千束蛭89
0

3 5
′

仙 一 ち

T- づ,7
0

5 5.
′

, 北韓3 1
0

ノ 3 5
′

3 6
0

3 0
′

｡ 寮西怯7 謂 公里 , 南北寛4 0 6 公里 , 平均海技4 0 00 米以
上 全州土地面親26 , 7 万平方公里

-

ト包路海商州代管的ふ4 万平方
公里) , 占青海省土地息面親的･3 7 . 0 2 サも｡

自治州首府 駐韓古壌 (
一
海 扱3 朋.1 米う ,, 下靖6 畳 ( 玉樹 ､ 棄

t 嫌 ､ 林 多 ､ 奈多 ､ 治多 ∴曲麻薬) , l 額 ､ 4 7 十
.
き ､ 2 5 8 十村 ､

1 0 4 4 十合作社 ､ 4 9 4 5 0 戸 ､ ヱ6 . 0 5 万人 , 巽 中衣牧地人 口2 1 ..17 万

_ _ 壷.! 人 口 出生率1 0 . が̀ム, 増低率 湘 ､6 % ｡ .,､ 首牧址是全州的主並 ,

在国民盤済中古主専地位, 2 00 0 年未各発牧草存軽27 2 ぷ 万来只
匹, 其中鶴牛鍋 .2 万史 ,･ 鵠羊1 4 4 .7 5 万只 , 山羊3 4 .含9 万只 , 卑4 .

9 9 万 臥
■

全州国民生戸息億 如 5 岬 万元 ｡･ 其 中牧地声億1 5 糾
04 万元 , 占濁準地点戸簡約7 4 . 5 29･も, 占全州国民軽済息戸借的4 5 ,

3 % ∴人均純収入カ1.20 3 .6 5 元 ｡

我州由干 地兜青南 , ･常備属典型的高原性･･汽候 ,･ 其･気候時点
是; 年温書小 ･ 日温羞 丸 降水日数多, 降水量少, 寅貴重 丸
多雷 屯､ 妹電 ､ 膚凍 ､ 夙和 乳 ･一駕圧･低 ､ 沸点偲 ､ 高寒映 軋 日
照短 ′ 紫外銭強 ｡

本州 是育蔵 高原的重要組成部･針 素面 是川 西 凱t.J 峡谷地
帯 † 商 賂親東南原称横断J+ 臥 西連蒐塘高原 , 北

.望博乍雷格
塔､ 巴簡略故山腺和 邑金山地 , 息的地勢是西北高 ､

凍上是被二蚤西横貫的唐音 削 + 和 島食 山 一
- " 仙 巴顔

地執札束南到西北按 軌山鹿掛 叫 1 州 南原山地 -

状番地四境向上依次排 札 ヰ西部和北都的｢

山

東南偲., 蕃

山
.
所扶持 ｡

韓姓 一 - - - 一

丘

大地区呈山原状
起伏不 丸 ･切割不深 , 多発岡而平坦的確地q 可可西里地区迩有
-

-

些 湖盆; 東南部 削 + 峡谷地 軌 切削強烈 , ･相対高農事在1 0 0 0



米 比上 , 地弟妹哨 ･ 破産大部 分牢3 0
0

上下 , 囲而地形相当裳

束 ｡

在全
.
州土地面萩中 , 有林さ1k 用地5 7 万公L軋 古全州土地点画

叔的2 .1 4 9･も, 森林孝志率淘1 .
7ユサム; 耕地面取カ2 .6 7 万公 称 占全

州土地息面解約0 .1 % ; 草地面礫1 5 5 5 ,2 5 万公 軌 古全州土地両群

的5 8 .3 2 サも, 其中 , 可 利用草地面棟1 1 6 5 ,4 5 万公頓 , 占草地面舵

的74 朋? ･も｡ 全州草原退 ′化商務カ3 4 6 ､5 1 万公頃 , 占全州土 地息面

頼 的.1 2 朋 q･も, 占可利用草境南税的2 9 .7 4 サム; 沙化面耕15･1 . 4 7 万公

頃 , 占退化面棋中的43 . 7 1や･も. 黒 土神南 軌カ1 9 5 .0 5 万 公 瞬 . 古退

化面･税中的56 .2 卵も; 鼠書面税22 5 . 4 2 万公椀 , 占可利用等地面楔
的1 9 .3 4 % ｡

由子我州地理 位豊特殊 , 海抜 高 , 称嘆条件戸酷 , 自然末書

親祭 ,

山

十年･
- -

･

大夫 ､ 五年
1 ¶ 一 ･

ヰ 究 ､ 年年有小文
”

己成 卦
一

条自

然楓律｡ 由子受末書影哨, 致便部分牧民鮮魚仇生活在寮国境以
下, 現有貧困人口2 仇 ･ 占全州良人口的13 . 7 % ｡

ニ ､ 玉樹州塞農畜故地蛭済恍勢及存在的主要何題
玉樹
.
州是､ - 1

､

以牧力主的眉 治州 , 首牧並是全州国 民堕前 約
碁石乱 又是｢

一

大衣牧民群允頼以生存和食展的支柱戸址 ｡ 就全州
而言, 濃尾首故地既有伏勢, 也有劣軌 周 有潜 九 也有困軋
l ､ 友展育故地生済的状勢
仇伐勢和潜力 方面看‥ 天 然草境江 軌 而
章句草揚 . 牧草具有粗菓自高 ∴粗脂肪高､

堆偲 的
"

三 高
一

晩
,′

的時点 ｡

細分属 干高山

牧草菅葬掛値高 , 溝 口性強 , 有披
好的耐軟性 軋 各棄権宙均喜 軋 在草境的繋輝井友利用上述有
根太的潜カ, 西都有大両税的草楊尚待升 乱 由子緯度低 , . 日照
吋同 比 和光額射 軋 雨量先 取 在｢ 大牧区法敵布着通 宜耕作
的小 判夷区 敵 兵各建立人工 草墳的条件 ｡ 多汁料発 根宙戸塊根
萎叶法上万 斤以上 , 嘗牧並友展前屠 ∩ 軌 同吋 , 犠牛和蔵羊刀
是玉樹地区盲牧地盤 軒的支柱, 是得大観厚的雷神栄 軌 返帝大
雷神仇赴千席始状森 ･ 是

･
天然的基因摩 , 窺辣着枚大約生戸潜

カ ｡



戸島G E EIコ

2 ､ 制約野乗

.
仇劣勢和儲 席 方面者; ･ 主宰是以

` `

.

･ 一 高 二 寒 三多究
”

カ特

征 , 嘗牧址生戸脆弱 , 泉尾根不穏定 ｡ 由子全州地社青蔵高原腰

地, 平均海抜在40 0 0 米左 右, 地形寛粂, ･汽候変化昇常 ナ 全年元

四季之分, 月有冷曖之別 ,･ 楯草季市債迭7 十月之久, 且多属干

偲軍区 , 牡嘗冷季映草向塵十分突出 ｡ 全州究音頻軌 主要有雪

究 ､ 畢究 ､ 凧沙究 ､ 鼠究 ､ 虫究 ､ 単文等 , 而且発生率棟 嵐, 光

其是雪究 , 対嘗故地的危害横大8 据統計 卜 1 95 6 - … -

1 9 9 6 年的‾3 P

年中全州菜食生特大 ､ 雪究8 次 , 宜操短済損失迭1 6 .亀イ乙元 , 而中

小雪究造成的凍失充法統汁佑算 ｡ 観音濃生面耕占可利.用筆場面

親 的 柑 .41
.
? ′も, 虫 害簾生面耕 占可利用草場面額的4 .4 3巧も｡ 嘗牧地

盤戸完全是在宋音性･汽候条件 下法行的, 加 ぇ衣牧址碁敵津南 ,一

生戸力水平不高, 萎敵役施建役儀貴少 ,･ 規模効益低, 抗御自然

先番的能力有限 卜 衣牧
■
民在朝操脱不丁

``

幕末和地 ､

･

奉天単音一
け

･ 的敏軌局面 ∴育牧址生戸 一

意祉干
``

発展ち 1 ｢ - ･ 観衆 - ち 一

俵 寛 一 一 ′ 一 一

濃尾 ∵
一損 軒

,

･的蕃性楯坪 ｡ 其次 , 由千 席史和地域的腐 乱 社

会 笈育種度低 . 鹿救民文化素虜差, や 並技求人オ奇錬 , 制約着
衣牧址科哉生戸約纏｢ 和食展 ｡ 囲全州的社食漢音程度和軽済文
化等状況周省内異音地区

■
相比 , ･･仇址干滞層状姦 ｡ 在衣村牧区

.
人

口中ご
▲
･

､

東邦青壮年女官J 単文官比例.己高速 岨2 サム｡ 返却人 口文
イヒ素･應的低水平, 戸重野鳴了生戸.力水平的植苗.｡ 衣牧民豊曹音
牧址生戸能力受到絶大取 乱 腰受科学技木和薪 事物的能力.差 ,
映乏泉尾商品鮭済約束争意萌和衷争能 九

一
既影鴫了科学界育能

力的境南, 也影 境南晶姪済的貨展 , 第 三 , 我州通寓省城; ･ 君達

謂象
一

…
所

豊塁豊碧弘志望要望悪評釜董謂語..諾豊富
不便･･ 侶 息不兵 , 便埠区溌期赴干封陶与半封印状姦, ･ 慨影碗丁
物資
.
交流, 也禁･解丁人イ口約恩 軌

.
造成干部帝政的商品意規擾

乱 旧偉琉灘念深度｡
三 卜 玉桝州寓故地鐘済菱展対東和必要時旛
力投宙抗和白･然末書能 九 改善生戸及生活各件, 必 剰口端

3



P 如三E 8 5

以 下防鼠描施:

ト 辺･
一 一 歩加強■裔牛細工叢鮒韓施的建 弥 増加南牧池戸前 ､ 戸

:

【■卜､ 戸斥字書純水服多能∴わ, 促過富根地盤戸的号地化 ､ 商品化 ､ 叶

会化 ｡ 突出部好以遼居点 ､ 開襟 ､ 神畢･､ 愚楓私室的
`

憫 紀塞■
' '

埋没 , 特別軍蔑視 帝展 輿寓神 苛 , i富拝形成 風車同 率料登戸
て
d

苺

地 .コ 洩址近.J い宇約 款力已淫取得盟著成績, 在防末続究 ､ 保持雷

牧北持諌穏在左尿中光符 丁屈著作用 ご

`

憫 寵妾
-'

約京施 , 便衣

緒陀イ幸甥約腫 れ革所思的滞根性 舟 ､ 生†
弓‥と

逐拝向建舟特番方 献

屠 っ
=打三

一■一
門軌
,
濾

”

的草地 ヒ , 逐 卿呂j こ至剋患
卜

方向 鮮罷･ 淘 宙

掛けて軒
廿■･ 的柘雑軋罷和物慣生活水平的捉南島小台良好的蚤件 ｡

コ ･
､ 花 井 鮭利 恥･

■挺斗糾卜傾･滞約遵･ 軌.と二1 , 常 儀二套= 干凍 与佃 野卑

拳 , 輔 軌削 , 同坤串∴梅 , 帆 l卜出現新約 町境鰍拝外づ∴射し三i.i.鞄 ‥

目前
■
娩州 ∴ 削 那

‥
1 誠二;.鮒ヒ､ 抄化 ､ 卑 少商事的オ僚････i･･ 分萄= ト 糾

虫帯.町子こ清三那軒別噺常 軌 牧一考幣束
"
一

㌻
▲
さ‡宰

'
'

"
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同日･卜 必 頂加強衣統括虫力 敵 城少娘上㌦ 壌鹿毛純血i軒恥‡? .
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草城てとj
`一子
絹巨ノJ ｡

四 .

, 所建悦雄 笥申璃項目的 夫案

出 叶
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･ヰ∴ F

･
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′

セ球′
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r
蜃下 降 , 戟宙轍 川草紙 ,
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‾
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■
妄
丁

勺.卜i_
声ヱよ

什打宙1卜き
十一
掬瀦

板塀 丁三:･二ま地.削串∴近地王チ
′

鞍志ち生存林鳩 ｡ 剛叶, 哉州白8 如享｢′
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㌧1･卜き
十一
掬瀦j主∴ 粍■爵 ′選近来

｢

fニ謂亡的罷三軌 ･1､
､

､

体性能祁 軒怖
一 郎拒七..榊郎蟹下降 , 指郎那智厚 和構鷺也得1･て利伸i 心 ヰニト酎叶栖

夕乙三仁 卦軌輯∴すご下 , 番牧 ､純音小 爪堆廃寮 敵木骨･打が祁
ノて
j 作≠紳た常 水
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拙技品愁 , ノん･ 舶先空榊 朋イし梨酌韓 軋 i 恥じ, 在草地方面寒地 八

丁二仲野 ､

■
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■
七 `

牧 舶J
■
t 毘卑碩日工楷, 便東然卑塙的.鴬 捌大瓶不断 得

到瑞軒 , 草揚的戸
｢亡･

一

手..舶巨九卦 一
小

漣将到超 臥 吉牧 ､i細勺阜う. 平 泉件不

軌得到洩蓉 , 草地ユ削ヒ面取得 紗軒削削批 推賞根輿挺
一′
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i傭 不断

爛発育鮮 ､ 膚締結杓 ､ 寮施打露像健以凍寒弼根 本堆J
J▲
掛帝 臥

使桝箇品紳骨柄

前, 正倍国

琵J
'

原審有所掟 乱 国病死亡 数百所下降｡ 臼

冥施西 部大汗渡的描大地略三 昧 対比 , l卦寒山制

列吸引外節約恍賓澱頚部条件 , カ贋凝郡注技
∴

千鶴碓

撞的有利吋机 . 漣 ･
･
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●
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建
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改

鼠

兼･駕

草食

2 畠万･

危害1

事 , 不但影哨了本地的坪墳 , 而且也対 三江源下瀬･
…･･一 帯乃

求的生姦系統幣束危審 ｡ 在退化草地中, 観音寅生面棟2 5 9 .

崎 . 危害面棋2ヱ5 .ヰ2 万公傾 , 虫啓蒙生面額6 5 . 1 2 万公 摘 ,

稗4 0 .1 ヰ万公 胤 8 0 年代以束己果汁天鼠25 6 .コ9 万公 軌 天

6
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料
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水

周

助

卓
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勢

画

虫害

ヰ2 ガ

票 ,

衣早

場肥

下降 ､ 草地 的退化 ､ 衣区 ､ ヰ 衣半牧区生志称嘆的番化 , 国

道用清浄能源 一･- ｢
･ - -

一

･大間能已威力玉樹地 区生患建没碩日中的

内容 , 便全州3 9 9 4 6 戸衣牧戸部配各
サ
ー ー

賓大村能熱水蕃 ､ 太

屯虻 ､ 太田能家用屯･軌 , 中浦控肋; ⑨未開能家用屯源 ｡
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